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戟血を合嬢捗愚鞠に利用する一試み 脇田廟之 (4′親:45-49貢),
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木材繁の捷骨に関する研究 第 1報 アセtトン-泉ルマgン樹脂の喋着刑への庸用 ~(其の1)●J
野津箭三郎 ･後藤良浩 ･香西保明 (4壁 :50⊥61京h､(其のg)疲藤艮泣 ･香西保/
醜(4班:62-65貢)

′
酷琴石灰の由分解につL'･て 田中穆 ･乾麺し5既:1-7乱 昭25)

パルプ帯解鞄梓に簡する研究 第 1番 クラフト法幕解におけるNa望Sの滑費畳について

(北羅弘一郎 (5班 :8-14貢)

ハゼ枯軌払材に孔壌耽白色柿を基因するカタウロコタケの｢生軸 の研究 赤井霧恭 ･逸見

武埠(5貌 :15-J29貢) ＼

腐朽に封する2-5針葉樹材の比較抵抗力に就いて 赤井霊恭 ･日比野防己 (5貌;30γ36

京)

革材腐薯に封するプチ材の比較革抗力に就て 赤井霞恭 ･永友勇 (5儲 :37-42貢)

2-吉本材腐朽茸の BAvIENDAMM友感に鞄て森井重恭 ･寺下隆喜代 (5鍍:48-48R)I
金属一本材合韓に簡する研究 第 1報 駄 本材令韓や強さ 藤野晴久 ･堀野恒雄

′ ･(5既 :49⊥54真 ),第2報 アルミニウム-木材全林の強ち 藤野晴久 ･鹿田輝次
(5壊 :55-62京)

幹 線

京 都 大 聾 木 材 前 野 所 概 要 ′ ～

1･∴労 苦

･ 本研究所は昭和19年 (1944)5月転創設され真木材の綜合的研究擁閲であって,戟ノ

国森林資源の利用を徹底的に合由化する矧 こ,関係者孝部の協事を得て､木材の諸性

質を物理的,化撃的並に生物畢的に検討する一方,木材の加工技術並に用途につ1.,J話

も常にその科埠的な究明に歳事の努力を沸いつゝある｡

開設雷初は研究施設の新嘗は殆んど不可能であったあで,鹿かに本草長軸 拝の-由
tP

を以て創業の己むなき状態であったが,′軌後車にも京都府下乗宇治町の啓陸軍浩兵臓

宇治製造所の一角,敷地 約35000坪,建坪 約?000坪の由を選定することを等乳 乾 く

正式に移管される予定であり,.既に一部の由究員ぼ同掛 こあって研究の質を琴げっ ゝ

ある現状である｡

2･韓 構 ,_

本研究動ま所長教授梶田茂以下教野専任 1.各 承任5-各 助教授専任3各 一乗任3

'名,･講師1名,助手5名,扱官 1名,研究生4名,事務官2私 雇員9名,傭人3名,

舌部 名を擁L,綜怠臥載疫を宥 う必要上木材吸乳 春樹 ヒ野及び木材生坂の3部門
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に夫々3,3,2ケの研究室をもって研究貴職 となしている.

寄･研究内容

(1)'春材物理第1研究皇 所長教授梶田茂自ら主任と取り以下4名が主として木材

の物理的性質の究明に従事している.

(2)木材物理第2研究皇′ 教授満久巣鷹以下3名によって主として改良木材及び木

･胡蘭快に露する研究が行われている.

(3)木材物議第3研究皇 助教授杉原を-以下2名によっ{'主として本初切削理静

･並に木工機械に関する研究を賓施中である.

(4),･凍材他車第1研究室 教授舘勇,助教授北羅弘一部,講師木村良次以下3名に

ょり主としてパルプ及び製紙に鰯する研究が行われてい去.

(与)木材他垂第2研究垂 ､教授井上曹之,助教授小野寺事之進以下3名にようて童

として木材防隅剤及び塗料,銀暦の化聾的利用に静する研究が行われている･

(6)春樹 ヒ畢第3研東宝 教授小西行雄 -助教授後蒔艮造以下‡名によって車とし

て木材碁潜剤特に合成樹脂に関する研究が行われている･

(7)J*材生物第1研究皇 助教授糞島恒夫以下2名によって主として木材の組織及

び微細構造に関する研究が行われている･＼

(83･希地 物第2研究墓 教授赤井翼恭以下によって主として木材腐朽及び腐朽菌

に関する研究を賓施中である.

4･木材土業界とあ連繋

本研究所の研究成果は報告習 '/木材研究'/並転本誌 '/春材研究費WJによって草案

せられる外,その内執 こまっでは夫 関々係の歩合等,業界誌等にも萱載せられること

は勿論であるが,技術との一層直鼓的な連繋をはかる雷転年数次の 〝春材研究所集飯

盛''9 開催して木材工業家との懇談をまねている外,研究員は適宜外部の研究委員脅

等に剥 けする等の方法を以て,食駄 テ.ツ?､不･政道枕木,紡祷木管･鉛筆,パルプ

及び製紙,終着執 防隣軌 .木工機械其他既に夫々その業界に封して可なりの貢献を

.質して来ている.

5･将来の虫垂

(1)研究部門の発覚 本研究所現在の3.部門8研究室各々の充寅は云うまでもIiく

'将来更に研究部門の凍充分科を固ると同時に,中間工場的試験室所謂パイロマ1､プラ

ント等をも計霧中である. i::コ

(2)木材博物館の建設. 内外の樹種を極力蒐集して劫鑑を完備すると典に,木竹製

品を嗣題整備して,研究員は勿論,庶く一般の参考に資する思索重みである/
(3)樹木園の整廃 木材利用の筒から見た樹木園の存在は必ずや特殊の成功を軸

すべきは誰しも予想するところである.この尿については本研究所はまことに藩まれI＼

た環掛こあり,優に4000錘 qこ余る土地には常 見々本樹,試料樹の植栽撫育を進め? 一

つある.

-34


